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1.　はじめに

近年， 教育分野における ICT（Information and 

Communication Technology：情報コミュニケーショ

ン技術）の普及を背景として，高等教育に e-learning

を活用した取り組みが増加傾向にある（1）．e-learning

活用の成功事例として，全学的に導入された LMS

（Learning Management System：学習支援システム，

以下 LMS とする）により，e-learning 利用科目数が

増加した事例（2）の成果などが報告されている．し

かし，大学教育の質保証などの社会的要請を受けて

e-learning を導入したものの，一過性のブームに終わ

るケースや，徐々にそれらの活用が停滞し，普及推進

策を講じることが必要になるケースが報告されてい

る（1）．

われわれは過去に，e-learning 導入期において，

e-learning のメリットを広く知らせることや教員の

e-learning 導入への負担感・不安感を軽減することが

普及の足がかりとなることを報告した（3）．今回は，

その後の継続的な普及につながる四つの方略を実践

し，e-learning の継続的普及の一つとして，LMS 機能

を活用した科目を増加させる取り組みに着手し，一定

の成果を上げた．本取り組みの成果は，e-learning 導

入後の継続的な普及例として，高等教育の質保証に寄

与するものと考える．

〈用語の定義〉

e-learning： 広義の e-learning では， 情報技術によ

るコミュニケーション・ネットワークなどを活用

した学習のことと定義されているが，本論文では，

e-learning の普及方略を取り上げているため，LMS の

活用を伴うものをいうこととする．

2.　目的

筆者らは，対象校において継続的な e-learning 普及

の方策として，e-learning や ICT の活用法を周知する

など，複数の方略を実践し，LMS を活用した授業科

目数を継続的に増加させることを目指して取り組ん

だ．本研究では，実践した一連の普及方略を整理し，

効果を分析することで，導入期に続いて講じるべき
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